
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１日（土）  １０時～１２時  

講師  青木一政さん  
（フクロウの会事務局長・ちくりん舎）  

 

Zoom での参加は当日 9:30 以降ホームページからどうぞ  

か  

プロフィール：NPO 法人市民放射能監視センター（ちくりん舎）副 理事長、福島老朽原発を考える
会（フクロウの会）事務局長  福島原発事故以後、ちくりん舎を立ち上げ、ここ数年は福島原発事故
により生じた汚染土の再利用問題、放射能ごみ焼却や汚染廃棄物の拡散による環境汚染について調査
監視活動や危険性を訴える活動を中心に行っている。  

 

 

ハカルワカル広場にて  
または zoom によるオンライン  

 

参加方法  

環境省は来年度にも、福島県内の汚染土を「再生利用」の名のもとに、全国の畑、堤防、道路の

路盤材としてばらまこうとしています。これは核汚染ゴミの基準を 100 ベクレル/㎏から

8000 ベクレル/㎏へと緩め、一般ごみとして扱うことで可能となりました。結果として、全国

各地でこの作業にあたる労働者、職員、周辺住民の被爆が懸念されます。放射性物質は閉じ込

めて拡散しないことが原則です。環境省のバラマキはこの原則と真逆です。 

この問題について、土壌の粉塵吸入による内部被曝の観点から警鐘を鳴らしておられるちくり

ん舎の青木一政さんに、２月お茶会のご講演をいただきます。ご期待ください。 

 

あなたの町に  
汚染土がやってくる  

2025２月  


